
　

例
年
に
な
く
早
い
桜
の
開

花
を
迎
え
た
４
月
５
日
、
豊

野
町
内
の
小
学
校
、
中
学
校

の
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

豊
野
東
小
学
校
に
29
名
、

豊
野
西
小
学
校
に
52
名
、
豊

野
中
学
校
に
85
名
が
入
学
。

式
で
は
大
勢
の
人
か
ら
祝

福
の
言
葉
を
聞
き
、
期
待
と

ち
ょ
っ
ぴ
り
の
不
安
を
胸
に
、

元
気
に
学
校
生
活
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
豊
野
高
等
専
修
学

校
の
入
学
式
が
４
月
10
日
に

行
わ
れ
、
高
等
課
程
34
名
、

専
門
課
程
５
名
の
新
入
生
を

迎
え
ま
し
た
。

豊野東小学校の入学式

豊野中学校で祝辞を述べる
住民自治協議会山岸会長

豊
野
西
小
学
校
で
笑
顔
の
記
念
撮
影

　

新
緑
の
季
節
は
四
季
の
移
ろ
い
を

特
に
強
く
感
じ
る
。
町
北
部
を
走
る

北
信
五
岳
道
路
。
月
光
寺
沢
の
上
に

架
か
る
橋
の
そ
ば
に
藤
の
花
が
群
生

し
て
い
た
。
沢
か
ら
相
当
高
い
位
置

に
あ
る
橋
の
た
め
だ
ろ
う
、
奥
行
き

の
あ
る
深
い
緑
の
中
に
薄
紫
色
が
と

て
も
綺
麗
だ
っ
た
。
思
わ
ず
付
近
に

車
を
停
め
て
写
真
を
撮
る
。
こ
ん
な

と
こ
ろ
に
こ
ん
な
景
色
が
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。
見
慣

れ
た
風
景
の
中
に
見
た
事
の
な
い
一

面
を
発
見
す
る
と
、
と
て
も
得
し
た

気
分
に
な
る
。

　

雉
の
鳴
き
声
を
聞
い
た
と
き
に
も

似
た
よ
う
な
感
覚
を
覚
え
た
。
鳴
き

声
が
こ
っ
ち
で
聞
こ
え
た
か
と
思
う

と
、
向
こ
う
か
ら
も
聞
こ
え
て
き

て
、
最
近
、
増
え
て
い
る
気
が
す
る
。

国
の
鳥
だ
し
、
め
で
た
い
と
喜
び
た

い
と
こ
ろ
だ
が
、
豆
を
ま
い
た
と
こ

ろ
を
遠
く
か
ら
見
て
い
て
、
人
が
い

な
い
隙
に
食
べ
て
し
ま
う
の
だ
と
い

う
。
自
然
が
近
づ
い
て
き
た
の
か
、

自
然
に
近
づ
い
て
い
っ
た
の
か
。
い

ず
れ
に
し
て
も
、
雉
と
人
間
の
テ
リ

ト
リ
ー
が
重
な
り
あ
っ
て
き
た
と
い

う
こ
と
だ
ろ
う
。　

(

Ｋ
）

入学おめでとう
   大きな期待を胸に

新たな学校生活スタート

平成30年（2018年）７ 月 １ 日 第39９号

豊野町の世帯と人口 ( 平成 30 年６月１日現在 ) 　　3,698 世帯　人口 9,697 人 ( 男 4,714 人　女 4,983 人 )

発 行 所
長野市立豊野公民館
長野市豊野町豊野612-8
　 電 話　257-5875
発 行 人  柳 原 政 利
印 刷 所  ㈱ 信 光 社
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豊
野
地
区
住
民
自
治
協
議
会

「
マ
ッ
プ
づ
く
り
の
会
」（
以
下
、マ
ッ

プ
の
会
）
は
昨
年
12
月
、
地
域
課
題

の
解
決
を
目
的
に
、
全
国
の
地
方
自

治
体
を
中
心
と
す
る
公
共
デ
ー
タ
を

活
用
し
た
コ
ン
テ
ス
ト
「
ア
ー
バ
ン

デ
ー
タ
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
７
」
の

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
部
門
へ
、「
と
よ

の
い
い
と
こ
マ
ッ
プ
を
広
め
た
い
」

の
タ
イ
ト
ル
で
応
募
し
、
み
ご
と
銀

賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
「
と
よ
の
い
い
と
こ
マ
ッ
プ
」
は
、

長
野
市
が
公
開
し
て
い
る
共
用
空
間

デ
ー
タ
を
使
用
し
て
マ
ッ
プ
の
会
が

作
成
し
、
昨
年
８
月
豊
野
地
区
内
に

全
戸
配
布
し
ま
し
た
。
配
布
後
、
豊

野
公
民
館
や
か
が
や
き
ひ
ろ
ば
豊
野

な
ど
が
、
こ
の
マ
ッ
プ
を
活
用
し
た

ま
ち
歩
き
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

マ
ッ
プ
制
作
を
監
修
・

指
導
さ
れ
た
石
澤
孝
先

生
（
信
大
教
授
）
の
勧
め

も
あ
り
、
マ
ッ
プ
の
会
が

本
コ
ン
テ
ス
ト
へ
応
募
し

た
も
の
で
、
最
終
審
査
会

（
43
作
品
中
７
作
品
が
通

過
）
へ
の
切
符
を
手
に
し

ま
し
た
。

　

２
月
24
日
に
東
京
大
学

駒
場
第
２
キ
ャ
ン
パ
ス
で

行
わ
れ
た
最
終
審
査
会
で

は
、
来
場
者
約
１
０
０
人

の
投
票
と
審
査
員
の
評
価

に
よ
っ
て
総
合
判
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

マ
ッ
プ
の
会
清
水

厚
子
さ
ん
が
ス
テ
ー

ジ
に
立
ち
、
笑
顔
で

会
場
を
和
や
か
に
し
、

制
限
時
間
5
分
ピ
ッ

タ
リ
に
ま
と
め
た
説

明
で
、
審
査
委
員
長

か
ら
は
「
市
民
に
よ

る
地
道
な
活
動
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
※
を
活
用

し
た
理
想
形
だ
」
と
評
価
さ
れ
、
見

事
、
銀
賞
（
全
国
２
位
）
を
受
賞
し

ま
し
た
。 

（
※
Ｉ
Ｔ
と
ほ
ぼ
同
義
語
）

　

３
月
９
日
に
は
加
藤
久
雄
長
野
市

長
に
「
銀
賞
」
受
賞
を
報
告
し
ま
し

た
。
長
野
市
で
初
め
て
本
コ
ン
テ
ス

ト
に
応
募
し
て
、
銀
賞
受
賞
の
成
果

に
、
市
長
か
ら
、「
こ
れ
か
ら
、
教

育
や
福
祉
な
ど
多
く
の
分
野
で
の
利

用
を
期
待
し
た
い
」
と
お
褒
め
の
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

３
月
17
日
に
は
、
受
賞
報
告
会
を

豊
野
公
民
館
で
開
催
。
市
議
会
議
員

佐
藤
久
美
子
さ
ん
始
め
、
多
く
の
来

賓
の
方
々
が
ご
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
澤
先
生
か
ら
「
限
り
な
く
『
金

賞
』
に
近
い
『
銀
賞
』
で
あ
り
、
こ

の
マ
ッ
プ
の
会
の

活
動
は
他
の
地
区

よ
り
３
年
先
を
い

く
も
の
で
す
」
と

の
祝
辞
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
祝
賀

会
で
は
、
今
後
の

マ
ッ
プ
の
展
開
な

ど
思
い
思
い
に
語

り
合
い
、
情
報
交

換
の
場
に
も
な
り

ま
し
た
。

　
「
と
よ
の
い
い
と

こ
マ
ッ
プ
」
は
今

年
度
も
多
く
利
用

さ
れ
、
豊
野
公
民

館
主
催
の
「
ぶ
ら

マ
ッ
プ
弐□
」
や
つ

つ
じ
山
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
、
小
学
校
で

の
活
動
や
地
区
の

育
成
会
で
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

マ
ッ
プ
の
会
で
は
、「
デ
ー
タ
化

さ
れ
て
い
る
た
め
、
利
用
方
法
も
多

様
で
す
。
地
区
で
の
散
策
に
利
用
す

る
な
ど
、
こ
の
マ
ッ
プ
を
多
く
使
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。
ご
質
問
や
ご
相

談
だ
け
で
な
く
、
マ
ッ
プ
を
利
用
し

た
活
動
報
告
な
ど
も
お
待
ち
し
て
い

ま
す
」
と
の
こ
と
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
豊
野
地
区
住
民

自
治
協
議
会
事
務
局
ま
で
。

（
☎
２
１
７
‐
６
６
３
８
）

とよのいいとこマップ
( 昨年８月発行 )

ご協力いただいた方々と受賞を喜び合う
｢マップの会｣ の皆さん

市長と受賞の記念撮影する「マップの会」の皆さん

館
報
編
集
委
員

　

平
成
30
年
度
「
と
よ
の
か

ん
ぽ
ー
」
の
編
集
委
員
を
紹

介
し
ま
す
。

　

委
員
長

　
　

栗
原　

直
良
（
豊
野
）

　

委　

員

　
　

後
藤
つ
か
沙
（
大
倉
）

　
　

清
水　

厚
子
（
豊
野
）

　
　

竹
ノ
内
明
美
（
大
倉
）

　
　

長
谷
川
文
子
（
石
）

｢
マ
ッ
プ
づ
く
り
の
会｣

全
国
デ
ビ
ュ
ー

　
ア
ー
バ
ン
デ
ー
タ
チ
ャ
レ
ン
ジ
2017
で

銀
賞
受
賞
!!
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ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室

　

２
月
11
日
（
日
） 　

飯
綱
高
原

　

ゆ
た
か
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
共
催

歴
史
に
学
ぶ
災
害
へ
の
備
え

　

２
月
18
日
（
日
）

　

講　

師　

宮
下
健
司
さ
ん

　

豊
野
区
４
公
民
館
と
共
催

　

戌
の
満
水
と
善
光
寺
地
震
な
ど
豊

野
の
災
害
の
歴
史
を
学
び
、
防
災
対
策

の
重
要
性
を
再
認
識
。

骨
々
貯
筋
で
転
倒
予
防

　

２
月
24
日
（
土
）

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
豊
野
Ｓ

Ｃ
、
賛
育
会
豊
野
事
業
所
と
共
催

　

骨
密
度
を
高
め
る
食
事
や
運
動
を

学
び
ま
し
た
。

育
っ
て
ネ
野
菜
Ⅱ

　

３
月
８
日（
木
）～
８
月
23
日（
木
）

全
６
回
午
後

は
な
日
和

　

４
月
23
日（
月
）～
10
月
22
日（
月
）

全
５
回

　

育
っ
て
ネ
野
菜
Ⅱ
講
座
は
３
月
か

ら
開
始
。
今
年
は
花
壇
づ
く
り
の
は
な

日
和
講
座
も
始
め
ま
し
た
。
講
師
は
野

菜
、
花
と
も
山
本
宗
輝
さ
ん
。

い
と
、
か
は
ゆ
し

　

３
月
19
日
（
月
） 

　

講　

師　

リ
フ
ォ
ー
ム
の
会

　
　
　
　
　
　
　

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

　

端
切
れ

で
か
わ
い

い
「
福
ま

め
」
を
手

づ
く
り
。

二
胡
の
奏
で

　

３
月
29
日
（
木
）
午
後

　

講　

師　

久
保
里
子
さ
ん

　

郷
愁
を
誘
う
繊
細
な
音
色
を
奏
で

る
二
胡
の
演
奏
に
感
動
。

福
ま
ね
き

　

３
月
30
日
（
金
）

　

中
野
市
の
ひ
な
市
に
合
わ
せ
土
び

な
を
愛
で
、
絵
付
け
を
体
験
。

と
よ
の
む
か
し
ば
な
し
で

　
　
　
　

ぶ
ら
マ
ッ
プ
弐□

　

４
月
17
日
（
火
） 

　

講　

師　

２（
あ
い
）倶
等
部
、
マ
ッ
プ

づ
く
り
の
会
の
皆
さ
ん

　

豊
野
区
内
の
「
と
よ
の
い
い
と
こ

マ
ッ
プ
」
の
名
所
で
昔
話
を
聞
き
、
郷

土
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

は
な
し
の
種 

壱□ 

　

５
月
10
日
（
木
）

　

菜
の
花
咲
く
飯
山
市
周
辺
と
中
野

市
谷
厳
寺
を
散
策
。

わ
か
り
や
す
い
菊
づ
く
り
入
門

　

４
月
19
日
（
木
）
～
全
９
回

　

講　

師　

藤
澤
信
さ
ん

　

秋
の
文
化
祭
に
は
き
れ
い
な
菊
を

出
品
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

健
康
フ
ラ
イ
デ
ー　

パ
ー
ト
Ⅰ

　

５
月
11
日
～
７
月
24
日
（
火
）全

６
回

　

講　

師　

清
水
順
子
さ
ん

　
　
　
　
　

中
川
真
由
美
さ
ん（ピ

ア
ノ
）

　

だ
れ
に
で
も
簡
単
に
で
き
る
体
操

で
、
健
康
の
維
持
向
上
と
交
流
を
図
り

ま
し
ょ
う
。

若
葉
そ
よ
ぐ
ゆ
た
か
の
音
楽
会

　

５
月
17
日
（
木
）

　

講　

師　

島
津
和
平
さ
ん

　
　
　
　
　

成
田
ゆ
か
り
さ
ん（
ピ
ア
ノ
）

　

テ
ノ
ー
ル
独
唱
を
聞
き
、
み
ん
な
で

楽
し
く
合
唱
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
主
な
講
座　

 

籐
で
な
に
つ
く
る
？

　

７
月
18
日
、
８
月
１
日
、
８
月
８
日

全
３
回

　

講　

師　

坂
西
美
恵
子
さ
ん

　

会　

場　

豊
野
公
民
館

は
な
し
の
種
弐□

　

８
月
10
日
（
金
）

　

講　

師　

宮
下
健
司
さ
ん

　

小
川
村
、
長
野
市
中
条
を
散
策
。
信

濃
三
十
三
番
観
音
札
所
の
小
川
村
高

山
寺
な
ど
を
訪
ね
ま
す
。

マ
ー
ジ
ャ
ン
を
楽
し
む（
仮
題
）

　

８
月
22
日
（
水
）
～
９
月
26
日
（
水
）

　

全
６
回

　

講　

師　

中
俣
充
章
さ
ん

　

会　

場　

か
が
や
き
ひ
ろ
ば
豊
野

　

こ
の
ほ
か
様
々
な
講
座
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
そ
の
都
度
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
ご
期
待
く
だ

さ
い
。

冬
か
ら
夏
の
公
民
館
講
座

報
告



とよのかんぽー　第399号 ⑷
　

平
成
20
年
、
飯
山
の
関
田
山
脈
の

尾
根
80
㎞
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

が
全
線
開
通
し
た
。
当
時
の
市
立
豊

野
公
民
館
長
（
元
県
山
岳
協
会
長
）

の
宮
本
義
彦
さ
ん
が
い
ち
早
く
こ
れ

に
目
を
付
け
、
新
事
業
と
し
て
「
信

越
ト
レ
イ
ル
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」
を
提

案
、
実
施
と
な
っ
た
。
一
般
町
民
に

も
呼
び
か
け
21
年
９
月
に
斑
尾
山
頂

か
ら
の
第
１
区
間
15
㎞
を
40
人
の
参

加
者
が
歩
い
た
。
起
伏
の
あ
る
尾
根

道
や
ブ
ナ
林
に
魅
せ
ら
れ
て
、
続
き

の
第
２
区
間
か
ら
原
則
年
１
区
間
ず

つ
全
行
程
走
破
の
計
画
を
立
て
、
25

年
10
月
に
長
野
県
北
部
地
震
で
大
き

な
被
害
に
遭
っ
た
栄
村
の
天
水
山
の

終
点
ま
で
、
４
年
か
け
て
全
行
程
を

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
し
た
。
全
行
程
を
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
で
き
た
者
は
25
人
だ
っ

た
。

　

そ
の
後
こ
の
時
の
有
志
が
核
と

な
っ
て
「
え
ん
で
る
ク
ラ
ブ
」（
歩

く
の
方
言
？
）
を
立
ち
上
げ
、
年
４

カ
所
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
・
登
山
を
現

在
ま
で
続
け
、
尾
瀬
ケ
原
、
上
高
地
、

黒
姫
山
、
蓼
科
山
等
19
カ
所
を
歩
い

た
。

　

企
画
運
営
に
携
わ
る
役
員
は
次
の

方
々
で
あ
る
。

〈
顧　

問
〉
横
地
靖
郎
、
池
田
良
一
、

宮
本
義
彦
、
清
水
博

〈
会　

長
〉
中
村
丈
夫

〈
副
会
長
〉
新
津
勇
、
善
財
隆
幸

〈
事
務
局
〉
青
木
吏
司
、
三
井
学
、

　
　
　
　

  

大
岡
春
雄

　

こ
の
他
の
ス
ポ
ー
ツ
実
践
事
業
も

ほ
ぼ
定
着
し
た
う
え
、
ス
ポ
ー
ツ
以

外
の
ヨ
イ
シ
ョ
コ
ま
つ
り
や
煙
火
大

会
へ
の
参
加
、
市
営
豊
野
体
育
館
愛

護
会
で
館
内
外
の
清
掃
、
総
合
型
ク

ラ
ブ
の
北
信
協
議
会
の
会
長
職
等
へ

と
活
動
は
広
が
り
、
会
員
も
三
百
名

を
越
え
る
ま
で
に
な
っ
た
。

　
（
会
長　

清
水　

博
）

主な動き
平成
21年	５月	ジュニアスポーツ教室で新たに「キッズダンス」開講
	 ６月	長野県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会設立総会（松本）
	 ７月	ゆたかのスポフェス総合開会式（講師　宮本義彦さん）
	 ８月	商工会納涼煙火大会に花火上げる
	 ９月	信越トレイルトレッキング開始　斑尾山～赤池（15㎞）
	 	 「ゆたかのスポーツクラブだより」第６号発行
	 10月	第41回豊野地区運動会豊野西小学校校庭で開催
22年	１月	新春スポーツ大会に新種目（スマイルボーリング、ボールダーツ）
	 ２月	豊野中学校の部活動を考える会開催
	 ３月	総会(講演　バンクーバー五輪選手新谷志保美さん)　会員数298名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	 ４月	ソフトテニス教室、中高年健康教室を新たに開講
	 ５月	市営豊野体育館愛護会設立（一般対象の鍵貸出しは会長宅）
	 ６月	北信地区総合型地域スポーツクラブ連絡協議会設立
	 	 （会長にゆたかのSC清水会長就任）
　　 10月	北信地区総合型連絡協議会の交流大会始まる
　　 11月	「ゆたかのスポーツクラブだより」第７号発行
	 	 スポーツリーダー研修会（３名資格取得）
23年	１月	スタッフジャンバー新調
	 ２月	市内総合型を代表して清水会長が長野市スポーツ振興審議会委員拝命
	 ３月	総会（講演　真田スポーツクラブ飯塚義隆さん）　会員数313名
	 	 東日本大震災・長野県北部地震　義援金30,050円

ゆ
た
か
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

��
年
の
歩
み

２
．飯
山
の
信
越
ト
レ
イ
ル
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
始
め
る

期　

日

　

８
月
15
日(

水)

午
後

会　

場

　

豊
野
公
民
館　

講
堂

対
象
者

　

平
成
10
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
11

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
豊
野
町
に
住

民
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方
、
豊
野
中

学
校
を
卒
業
さ
れ
た
方
等

お
願
い

　

次
に
該
当
さ
れ
る
方
、
ま
た
は
該

当
者
を
知
っ
て
い
る
方
は
、
公
民
館

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

①
姓
や
住
所
が
変
わ
っ
た
方

②
世
帯
ご
と
町
外
に
転
出
さ
れ
た
方

③
町
内
か
ら
豊
野
中
学
校
以
外
に
進

学
さ
れ
た
方

案
内
状

　

対
象
者
に
は
、
７
月
上
旬
に
案
内

状
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

町
外
に
お
住
ま
い
で
住
民
票
を
移

動
し
て
い
な
い
方
に
は
、
実
家
等
の

町
内
住
所
あ
て
と
な
り
ま
す
。

申
込
み

　

同
封
の
返
信
用
は
が
き
で
豊
野
公

民
館
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

主　

催

　

豊
野
町
成
人
式
実
行
委
員
会

申
込
み･

問
い
合
わ
せ
先

　

豊
野
公
民
館

　

☎
２
５
７
‐
５
８
７
５

成
人
式 

８
月
15
日
に
開
催

「えんでるクラブ」主催で太郎山登山

ヨイショコまつりで血圧測定



とよのかんぽー　第399号 ⑸
　

平
成
30
年
度
の
豊
野
地
域
公
民
館

館
長
、
主
事
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま

す
。

　

町
内
の
地
域
公
民
館
で
組
織
す
る

豊
野
地
域
公
民
館
連
絡
協
議
会
（
地

　

現
在
、
豊
野
地
区
住
民
自
治
協
議

会
で
は
豊
野
地
区
避
難
誘
導
計
画
策

定
委
員
会
を
設
置
し
、「
わ
が
家
の

防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
・
防
災
マ
ッ
プ
」

の
策
定
作
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
当
該
事
業
の
最
終
年
度

と
い
う
こ
と
で
、
策
定
作
業
も
最
終

段
階
に
入
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今

年
12
月
ま
で
に
は
印
刷
を
終
わ
ら

せ
、
豊
野
地
区
内
の
全

世
帯
へ
配
布
す
る
予
定

で
す
。

　

今
年
度
の
取
り
組
み

と
し
て
、
４
月
に
各
区

事
務
所
で
の
事
前
説
明

会
を
計
画
し
た
と
こ
ろ
、

浅
野
区
か
ら
要
望
が
あ

り
、
４
月
28
日
（
土
）

に
区
事
務
所
に
お
い
て

事
前
説
明
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
現
在
策
定

中
の
防
災
マ
ッ
プ
（
案
）

と
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

（
案
）
に
つ
い
て
、
映

像
を
使
っ
て
具
体
的
に
説
明
し
ま
し

た
。

　

区
の
役
員
の
方
か
ら
出
さ
れ
た
貴

重
な
御
意
見
は
、
今
後
の
策
定
作
業

に
反
映
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
蟹
沢
区
か
ら
も
開
催
要

望
が
あ
り
、
８
月
に
東
部
地
区
集
会

所
に
お
い
て
事
前
説
明
会
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
地
区
か
ら
の
要
望
が
あ
れ

ば
、
順
次
、
説
明
会
を
開
催
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　人
事
異
動

　

豊
野
地
区
の
長
野
市
関
係
新
任
職

員
を
紹
介
し
ま
す
。

◇
豊
野
支
所

　

支
所
長	

村
松　
　

昭

　

支
所
長
補
佐	

水
澤　

宏
夫

（
産
業
振
興
担
当
）

　

主　

査	

梨
本　

郁
美

（
市
民
担
当
）

◇
維
持
課
東
部
土
木
事
務
所

　

所　

長	

吉
見　

秀
明

　

係　

長	

高
山　

則
行

　

係　

長	

保
谷　

昌
宏

◇
豊
野
中
学
校

　

校　

長	

林　
　

理
恵

　

教　

頭	

小
林　
　

隆

◇
豊
野
ひ
が
し
保
育
園

　

課
長
補
佐
兼
園
長

	

渡
辺 

美
穂
子

◇
豊
野
み
な
み
保
育
園
（
運
営
委
託
）

　

園　

長	

桐
山　

晃
男

公
連
）
の
会
長
は
宮
澤
一
則
さ
ん
（
大

倉
）、
副
会
長
は
小
林
利
治
さ
ん
（
豊

野
南
）、
監
事
は
横
地
富
夫
さ
ん
（
豊

野
北
）
で
す
。

長
野
市

か
ら

豊
野
支
所

豊野地区避難誘導計画
策定委員会からお知らせ

平成30年度地域公民館館長、主事の皆さん
公民館 役　　職 氏　　名 公民館 役　　職 氏　　名

南　 郷

館　　　 長 宮本　義彦

豊 野 北

館　　　 長 横地　富夫

事 業 主 事 中澤　俊夫 事 業 主 事 児玉　　朗

会 計 主 事 内山　哲雄 会 計 主 事 清水　茂孝

石

館　　　 長 峯村　立美

浅　 野

館　　　 長 矢島　基良

事 業 主 事 峯村　将行 事 業 主 事 坂爪　　武

会 計 主 事 山本　雄治 会 計 主 事 大日向　敏

豊 野 東

館　　　 長 善財　良治

蟹　 沢

館　　　 長 竹内　幸男

事 業 主 事 樋口　直弘 事 業 主 事 高井　剛志

会 計 主 事 本道　武繁 会 計 主 事 中村　幹雄

豊 野 西

館　　　 長 高野　義春

大　 倉

館　　　 長 宮澤　一則

事 業 主 事 村山　芳寛 事 業 主 事 霜村　浩一

会 計 主 事 萩野　　悟 会 計 主 事 石川　博教

豊 野 南

館　　　 長 小林　利治

事 業 主 事 藤沢　成樹

会 計 主 事 堀内　正廣

豊
野
地
域
公
民
館

　
　
　
　
30
年
度
役
員
決
ま
る

  

公
民
館
の
話
題

     

い
つ
も
　
あ
り
が
と
う　
　

★
季
節
を
感
じ
ら
れ
る
版
画
の

栞
を
作
っ
て
く
だ
さ
る
荻
野

信
正
さ
ん
。
押
し
花
を
パ
ウ

チ
し
た
栞
を
く
だ
さ
る
荻
原

明
子
さ
ん
。
窓
口
に
「
ご
自

由
に
ど
う
ぞ
」
と
置
か
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
大
好

評
で
す
。

★
昨
年
の
講
座
の
ト
ガ
ク
シ

シ
ョ
ウ
マ
が
咲
い
た
と
佐
藤

泰
憲
さ
ん
。
庭
の
ヒ
ト
リ
シ

ズ
カ
が
咲
い
た
か
ら
と
山
田

英
雄
さ
ん
。
花
を
見
つ
け
た

来
館
者
は
、「
本
物
は
初
め
て

見
ま
し
た
」
と
興
味
津
々
。

会
話
も
は
ず
み
ま
し
た
。

★
季
節
の
花
々
を
岩
崎
ケ
エ
子

さ
ん
と
伊
藤
禎
子
さ
ん
に
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ロ
ビ
ー
が

明
る
く
な
り
ま
し
た
。

★
前
館
長
の
宮
本
義
彦
さ
ん
か

ら
花
の
苗
を
い
た
だ
き
、
庭

が
カ
ラ
フ
ル
に
な
り
ま
し
た
。

★
皆
様
の
お
心
が
、
今
年
は
特

に
身
に
沁
み
ま
す
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

映像を使った説明に聞き入る浅野区民
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豊
野
公
民
館
報　

第
３
８
２
号　
　

発
行
日
／
平
成
26
年
３
月
１
日　
　

編
集
／
長
野
市
立
豊
野
公
民
館　

長
野
市
豊
野
町
豊
野
６
１
２
―
８　

☎
２
５
７
・
５
８
７
５　

発
行
人
／
宮
本　

義
彦　
　

印
刷
／
㈱
信
光
社　

 　
　

編
集
後
記

　

編
集
委
員
新
入
り
で
す
。

　

昨
年
、「
と
よ
の
い
い
と
こ

マ
ッ
プ
」
制
作
の
お
手
伝
い
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
知
っ
た
豊
野
の
歴
史
は
多

く
、
そ
し
て
そ
れ
を
語
り
継
ぐ

こ
と
が
出
来
る
方
々
が
本
当
に

た
く
さ
ん
い
る
事
を
知
り
ま
し

た
。
豊
野
の
美
し
い
風
景
、
豊

野
の
災
害
な
ど
、
こ
の
目
で
見

て
い
な
い
出
来
事
、
そ
し
て
自

分
が
見
て
い
る
今
の
豊
野
を
子

供
達
や
多
く
の
人
に
伝
え
・
繋

げ
ら
れ
る
力
に
な
れ
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
（
Ｇ
）

　
巨
星
墜
つ

　
「
巨
星
墜
つ
」
の
感
深
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
豊
野
町
の
文
化
の
語
り

部
を
失
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
は
先

般
の
金
井
清
敏
君
の
葬
儀
の
際
、
弔

辞
を
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
彼
の
存

在
の
大
き
さ
は
語
り
尽
せ
ぬ
も
の
が

あ
り
ま
す
。

　

彼
は
長
野
中
学
（
卒
業
時
は
長
野

北
高
）
か
ら
信
大
へ
入
学
し
ま
し
た

が
、
さ
ら
に
自
身
の
進
む
べ
き
道
を

求
め
て
東
洋
大
学
に
進
み
、
高
校
の

教
員
免
許
を
取
り
ま
し
た
。
最
初
、

新
潟
県
の
教
員
と
な
り
ま
し
た
が
、

の
ち
に
郷
里
長
野
県
の
高
校
に
奉
職

さ
れ
ま
し
た
。
最
後
は
中
野
西
高
校

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

彼
の
最
も
優
れ
た
仕
事
は
、
豊
野

町
発
足
40
周
年
を
記
念
し
発
刊
し

た
「
豊
野
町
誌
」
全
６
巻
、
ペ
ー
ジ

数
に
し
て
３
５
０
０
ペ
ー
ジ
を
超
え

る
労
作
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
多
く

の
執
筆
者
へ
の
依
頼
か
ら
、
そ
の
編

集
等
、
そ
の
苦
労
は
ま
さ
に
筆
舌
に

尽
し
難
い
も
の
が
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
お
蔭
様
で
こ
の
種
の
出
版
物
と

し
て
は
出
色
の
も
の
で
あ
る
と
の
お

褒
め
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
そ
れ
が

ま
た
当
時
の
町
長
で
あ
っ
た
私
の
自

　

郷
土
史
研
究
家
金
井
清
敏
先
生
が
３
月
18
日
、
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の

郷
土
史
に
関
す
る
著
作
を
発
表
さ
れ
る
と
と
も
に
、
豊
野
公
民
事
業
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

慢
の
種
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

晩
年
は
公
民
館
活
動
の
講
師
と
し

て
多
く
の
町
民
に
楽
し
み
を
与
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　

君
は
幼
い
時
か
ら
老
け
て
い
た
の

で
、
僕
ら
は
「
じ
い
や
ん
、
じ
や
ん
」

と
あ
だ
名
を
つ
け
、
金
井
君
と
呼
ぶ

よ
り
も
「
じ
や
ん
」
と
呼
ぶ
ほ
う
が

よ
く
君
を
と
ら
え
て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
し
た
。

　

君
は
昭
和
５
年
12
月
７
日
生
ま
れ

の
享
年
87
歳
で
し
た
。
同
級
生
の
多

く
も
、
先
輩
後
輩
の
多
く
も
鬼
籍
に

入
ら
れ
ま
し
た
が
、
清
敏
君
あ
の
世

で
も
先
生
と
し
て
、
ま
た
「
じ
や
ん
」

と
し
て
活
躍
し
て
く
だ
さ
い
。

　

幾
つ
ま
で
生
き
る
の
が
良
い
の

か
、
生
あ
る
も
の
必
ず
死
が
待
っ
て

い
る
が
、
西
行
法
師
は
「
願
わ
く
は

花
の
下
に
て
春
死
な
ん
そ
の
き
さ
ら

ぎ
の
望
月
の
こ
ろ
」
と
詠
ん
だ
。
私

も
そ
の
日
が
来
た
ら
自
若
と
し
て
そ

れ
を
受
け
入
れ
よ
う
と
思
う
。

（
元
豊
野
町
長　

萩
原
秋
夫
）

　
先
生
の
思
い
出

　

だ
い
ぶ
以
前
の
こ
と
で
す
が
、
金

井
清
敏
先
生
が
「
囲
碁
を
教
え
て
く

れ
な
い
か
」
と
尋
ね
て
こ
ら
れ
た
。

先
生
が
囲
碁
を
打
た
れ
る
と
は
聞
い

た
こ
と
が
な
い
の
で
、
い
き
さ
つ
を

お
聞
き
し
た
。「
古
文
書
・
文
献
に

『
囲
碁
』
と
い
う
語
が
出
て
く
る
が
、

ど
ん
な
に
面
白
い
も
の
か
知
り
た
く

て
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
先
生
の
古

文
書
歴
史
を
極
め
よ
う
と
す
る
姿
勢

に
感
服
し
ま
し
た
。
そ
う
い
え
ば
、

大
河
ド
ラ
マ
な
ど
に
よ
く
囲
碁
の
場

面
が
出
て
き
ま
す
ね
。

　
郷
土
史
家
と
し
て
の
業
績

　

尊
敬
す
る
金
井
先
生
の
郷
土
史
家

と
し
て
の
思
い
出
を
記
し
ま
す
。

　

金
井
清
敏
先
生
は
郷
土
史
家
と
し

て
、
豊
野
町
誌
・
豊
野
西
小
学
校
誌

を
は
じ
め
、
近
隣
の
町
村
誌
な
ど
多

く
の
執
筆
編
集
に
携
わ
っ
た
り
、
豊

野
町
の
俳
人
峯
村
白
斎
・
西
原
文
虎

に
光
を
当
て
る
な
ど
、
多
く
の
町
民

が
認
め
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

公
民
館
活
動
で
の
金
井
先
生
の
講

演
・
講
座
・
現
地
案
内
は
数
知
れ
ま

せ
ん
。
大
河
ド
ラ
マ
の
「
天
地
人
」

の
放
映
の
こ
ろ
、
豊
野
西
公
民
館
の

歴
史
学
習
で
お
話
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。「『
愛
の
兜
＝
直
江
兼
続
』

は
、
こ
の
大
石
・
油
沢
・
立
町
の
通

り
を
３
回
は
歩
い
て
い
る
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。
我
々
が
毎
日
歩
い
て
い

る
道
か
と
思
う
と
、
歴
史
上
の
人
物

が
身
近
に
感
じ
ら
れ
て
嬉
し
か
っ

た
。

　

ま
た
、
個
々
人
宅
の
古
い
襖
の
下

張
り
の
古
文
書
な
ど
を
解
読
し
た

り
、
家
系
な
ど
も
気
軽
に
調
べ
て
く

れ
ま
し
た
。

　
豊
野
区
長
と
し
て
も

　

金
井
清
敏
区
長
は
、
役
員
に
対
し
、

日
影
用
水
・
石
村
用
水
の
歴
史
な
ど

も
解
き
明
か
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
替

え
歌
で
表
現
し
て
宴
会
な
ど
の
と
き

に
よ
く
披
露
し
ま
し
た
。
上
越
市
高

田
の
市
民
歌
で
あ
る
「
高
田
の
四

季
」（
昭
和
20
年
、
旧
制
高
田
中
学

の
教
師
で
あ
っ
た
町
田
太
郎
作
詞
作

曲
）
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
合
わ
せ
て
で

す
。
実
は
こ
の
「
町
田
太
郎
」
先
生

は
、
昭
和
40
年
代
前
半
に
上
水
内
北

部
高
校
の
校
長
で
、
金
井
先
生
は
じ

め
職
員
は
校
長
住
宅
な
ど
へ
押
し
か

け
、
こ
の
歌
を
よ
く
歌
い
ま
し
た
。

　

豊
野
区
事
務
所
に
は
、
古
文
書
資

料
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
管
理
も
大
変

で
し
た
。
先
生
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
き
、
合
併
の
時
期
で
も
あ
り
ま

し
た
の
で
長
野
市
公
文
書
館
へ
寄
贈

し
ま
し
た
。
市
で
整
理
し
て
い
た
だ

き
、
必
要
な
時
に
は
誰
で
も
閲
覧
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

聖
林
寺
は
、
観
音
さ
ん
の
前
身
で

12
坊
を
擁
し
た
大
寺
院
。
そ
の
「
聖

林
寺
保
存
会
」
の
顧
問
と
し
て
金
井

先
生
に
は
、
歴
史
や
年
表
の
資
料
作

成
し
て
い
た
だ
く
な
ど
精
神
的
支
柱

で
し
た
。

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。　
　
　
　
　

（
中
山
和
夫
）

　
金
井
清
敏
先
生
を
偲
ぶ

｢豊野町史を読み直す｣講座で
解説される金井先生(平成28年10月旧神代宿)


